
2022年ソサイエティ大会
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午

前

A-16．高信

頼制御通信

BS-2．ネッ

トワーク技

術特別ポス

ターセッ

ション

B-2．宇

宙・航行エ

レクトロニ

クス

B-10A．光

通信システ

ムA/B-13．

光ファイバ

応用技術

B-3．衛星

通信

B-1B．アン

テナ・伝播

B

B-1C．アン

テナ・伝播

C

B-5A．無線

通信システ

ムA

A-14．ス

マートイン

フォメディ

アシステム

C-3/4．光

エレクトロ

ニクス/

レーザ・量

子エレクト

ロニクス

C-1．電磁

界理論

B-15．セン

サネット

ワークとモ

バイルイン

テリジェン

ス

A-3．信頼

性

N-1．非線

形問題

A-15．イ

メージ・メ

ディア・ク

オリティ

C-2C．マイ

クロ波C

C-2A．マイ

クロ波A

参加者

数
30 14 30 63 38 57 37 42 17 60 28 39 6 30 21 37 45

午

後

BI-1　スマー

トモビリ

ティーにおけ

る航行技術の

動向と展望

CK-1　エレク

トロニクスソ

サイエティ

プレナリー

セッション

AI-2　AIを含

むサイバー

フィジカルシ

ステムの背景

技術　〜信頼

性向上を⽬指

して〜

B-6．ネッ

トワークシ

ステム

B-7．情報

ネットワー

ク

BI-8　光ファ

イバ技術のバ

イオ・医療応

用の新展開

B-10B．光

通信システ

ムB

B-3．衛星

通信

A-17．バイ

オメトリク

ス

B-1B．アン

テナ・伝播

B

B-1C．アン

テナ・伝播

C

B-5A．無線

通信システ

ムA

CI-2　将来の

光デバイスに

向けた成長及

びプロセス要

素技術の最新

動向

CS-1．電磁

界解析にお

ける解析的

手法と数値

解析の最新

状況

B-8．コ

ミュニケー

ションシス

テム

B-15．セン

サネット

ワークとモ

バイルイン

テリジェン

ス

A-4．超音

波

B-11．コ

ミュニケー

ションクオ

リティ

N-1．非線

形問題

A-18．安

全・安心な

生活とICT

C-2C．マイ

クロ波C

BI-12　近年

の無線通信シ

ステムを支え

るソフトウェ

ア無線技術の

最新動向

参加者

数
92 88 11 12 20 26 55 45 7 46 26 44 45 44 30 34 8 24 35 6 51 47

午

前

TK-2　トップ

レベル研究者

弾丸プレゼン

~通信分野編~

TK-3　企業か

ら求められる

学会への変革

<br>～企業イ

ニシアティブ

委員会の設立

と活動の紹介

～

BK-1　論文の

書き方講座

（Q & Aセッ

ション）

BI-10　自然

環境をモニタ

するIoT

B-6．ネッ

トワークシ

ステム

B-7．情報

ネットワー

ク

B-16．イン

ターネット

アーキテク

チャ

B-10A．光

通信システ

ムA/B-13．

光ファイバ

応用技術

B-10B．光

通信システ

ムB

B-3．衛星

通信

B-1A．アン

テナ・伝播

A

B-1B．アン

テナ・伝播

B

B-1C．アン

テナ・伝播

C

BS-1．

Beyond5G/

6Gに向けた

研究開発最

前線 –

ユースケー

ス検討から

要素技術開

発まで -

C-9．電子

ディスプレ

イ

C-3/4．光

エレクトロ

ニクス/

レーザ・量

子エレクト

ロニクス

C-3/4．光

エレクトロ

ニクス/

レーザ・量

子エレクト

ロニクス

B-19．ヘル

スケア・医

療情報通信

技術

B-8．コ

ミュニケー

ションシス

テム

A-1．回路

とシステム

A-6．VLSI

設計技術

N-2．複雑

コミュニ

ケーション

サイエンス

C-8．超伝

導エレクト

ロニクス

B-12．フォ

トニック

ネットワー

ク

C-2A．マイ

クロ波A

B-17．ス

マート無線

参加者

数
82 123 68 77 13 19 28 48 33 20 54 68 25 56 9 44 30 38 11 29 17 24 11 27 39 35

午

後

TK-1

Society 5.0

によるデジタ

ル社会の設計

構築に向けた

科学技術イノ

ベーション政

策(仮)

AK-1　基礎・

境界ソサイエ

ティ，NOLTA

ソサイエティ

共同贈呈式

AI-1

Internet　of

Things(IoT)

とXR（クロス

リアリティ）

を進化させる

回路とシステ

ムとは

BI-4　DXに向

けたネット

ワークモデル

における制御

技術

BI-6　ICTの

革新がもたら

すスマートシ

ティ最前線 ~

新たなQoE研

究の創出に向

けて ~

CK-2　テラヘ

ルツ無線通信

に向けた無

線・光融合基

盤技術

CI-1　超伝導

量子コン

ピュータ実現

に向けた高周

波技術の最新

動向

CI-3　多様な

最新ハード

ウェアシステ

ム設計手法

-協調設計・

モデルベース

設計・AI設計

-

BI-3　定時

刻・低遅延通

信技術と各種

産業への応用

A-10．シス

テム数理と

応用

BI-11　シス

テムの設計・

運用管理の自

動化技術

B-13．光

ファイバ応

用技術

B-10B．光

通信システ

ムB

B-18．短距

離無線通信

B-1A．アン

テナ・伝播

A

B-1B．アン

テナ・伝播

B

B-1C．アン

テナ・伝播

C

BS-1．

Beyond5G/

6Gに向けた

研究開発最

前線 –

ユースケー

ス検討から

要素技術開

発まで -

BCI-2　音

響・電磁波・

光エレクトロ

ニクス技術の

水に関わる無

線技術への展

開

A-7．情報

セキュリ

ティ

BS-5．

B5G/6Gを見

据えたヘル

スケア・医

療を支える

通信及びセ

ンシング技

術

BI-5　コミュ

ニケーション

における認

知・社会科学

B-15．セン

サネット

ワークとモ

バイルイン

テリジェン

ス

AS-1．ス

マート農業

における

エッジコン

ピューティ

ング

B-14．情報

通信マネジ

メント

BI-7　光ネッ

トワークに関

する標準化・

オープン化動

向

B-17．ス

マート無線

参加者

数
69 37 24 27 58 194 61 48 11 26 21 21 39 9 52 59 15 94 54 32 16 11 27 16 20 57 33

午

前

B-4．環境

電磁工学

B-6．ネッ

トワークシ

ステム

A-11．思考

と言語

B-16．イン

ターネット

アーキテク

チャ

A-5．応用

音響

BCS-1．

Society

5.0時代に

おける光・

電波を活用

した横断型

伝送技術

A-13．ITS A-9．ワイ

ドバンドシ

ステム

B-5A．無線

通信システ

ムA

B-5B．無線

通信システ

ムB

C-3/4．光

エレクトロ

ニクス/

レーザ・量

子エレクト

ロニクス

C-3/4．光

エレクトロ

ニクス/

レーザ・量

子エレクト

ロニクス

B-19．ヘル

スケア・医

療情報通信

技術

B-20．無線

電力伝送

B-15．セン

サネット

ワークとモ

バイルイン

テリジェン

ス

B-9．電子

通信エネル

ギー技術

C-10．電子

デバイス

A-19．ハー

ドウェアセ

キュリティ

C-2B．マイ

クロ波B

C-12．集積

回路

参加者

数
44 24 6 32 14 65 17 20 30 39 60 31 37 55 27 20 16 9 40 48

午

後

AK-2　時系列

AI技術の最前

線

BP-1　6Gに向

けた最新動向

と技術展望

BI-9　サブス

クリプション

形クラウド

サービスを支

える新たなＩ

ＣＴインフラ

ストラクチャ

の可能性とセ

キュリティ

BI-2　高機

能・多様化す

るシステムの

EMC課題と対

策技術

B-6．ネッ

トワークシ

ステム

B-16．イン

ターネット

アーキテク

チャ

C-15．エレ

クトロニク

スシミュ

レーション

BCS-1．

Society

5.0時代に

おける光・

電波を活用

した横断型

伝送技術

AS-2．勢い

を増す光無

線通信

C-5．機構

デバイス

C-3/4．光

エレクトロ

ニクス/

レーザ・量

子エレクト

ロニクス

C-3/4．光

エレクトロ

ニクス/

レーザ・量

子エレクト

ロニクス

B-20．無線

電力伝送

BS-3．脱炭

素社会構築

へ向けた電

力変換技術

とその応用

C-6．電子

部品・材料

A-8．信号

処理

C-2B．マイ

クロ波B

C-12．集積

回路

参加者

数
100 270 40 42 11 18 29 76 26 4 70 32 51 16 11 26 49 37

午

前

B-4．環境電

磁工学

C-13．有機エ

レクトロニク

ス

C-15．エレ

クトロニク

スシミュ

レーション

C-14．マイ

クロ波テラ

ヘルツ光電

子技術

B-1A．アン

テナ・伝播

A

B-1B．アン

テナ・伝播

B

B-1C．アン

テナ・伝播

C

B-5A．無線

通信システ

ムA

A-2．情報

理論

C-3/4．光

エレクトロ

ニクス/

レーザ・量

子エレクト

ロニクス

A-12．技術

と社会・倫

理

参加者

数
50 24 29 50 59 65 27 40 22 37 13

午

後

AT-1　データ

サイエンスと

情報理論

B-4．環境

電磁工学

CI-4　クリー

ンエネルギー

社会に向けた

塗布型デバイ

スの新展開

C-15．エレ

クトロニク

スシミュ

レーション

C-14．マイ

クロ波テラ

ヘルツ光電

子技術

B-1B．アン

テナ・伝播

B

B-5A．無線

通信システ

ムA

B-5B．無線

通信システ

ムB

BCI-1　カー

ボンニュート

ラルの実現に

向けたグリー

ン光通信シス

テム

CS-2．磁気

記録技術の

最前線

参加者

数
140 55 22 35 42 56 55 36 80 23

8

（木）

9

（金）

Meeting

会場コード

定員 Webinar

6

（火）

7

（水）


